
 

◆電気は足りているのに、危険な 

原発がほんとうに必要でしょうか。 

◆核のゴミは、捨て場がありません。 

◆いったん大事故がおこれば、 

故郷と生活を永遠に失います。 

福島第一原発事故で明らかです。 

 

 

 
   

 原発の再稼働を許さず 

すべての原発を廃炉に  ！ 

 

 

日時：2025 年６月７日（土）13：15～16：30 

 

場所：ハートピア京都 ＆ Zoom 配信 

 

プログラム 

・13：00 開 場 

・13：15 開 会 

・13：15～13：20 弁護団からの挨拶 

・13：20～13：40 弁護団事務局から報告―裁判の経緯と今後の見通し 

・13：40～15：10 記念講演１ 

「3.11 後の原発訴訟の現状と展望 

災害列島の原発に迫る第二の破局を 

私たちは止められるか」 

▲海渡 雄一 弁護士 

・15：10～15：25 休憩、講演についての質問受付 

・15：25～15：40 質問への回答 

・15：40～16：05 記念講演２ 

「原発事故と避難計画  

－翻弄される住民の命と自治体－」 

▲市川 章人 さん 

・16 ：05～16 ：15 事務局体制の変更の報告、原告団事務局から報告、お知らせ、

カンパのお願いなど 

・16：15～16：30 会場からの意見、アピールなど 

 世話人会からの報告の確認 

・16：30 閉 会  

京都地裁 

大飯原発差止訴訟 

第13回 

原告団総会 どなたでも参加でき

ます!  入場無料。 
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原告団・世話人会からの報告 

 

 

[1] 京都地裁における大飯原発差止訴訟 …これまでの経過と現状 

 

(1) 京都地裁における大飯原発差止訴訟は、すべて

の原発を止めるための第一歩です！ 

 

(2) 福島第一原発の過酷事故（2011 年 3 月 11 日

～）のあと、国内の稼動原発はゼロの状態にな

っていました。ところが、福井県にある関西電

力・大飯原発 （3 ・4 号機）は、当時の民主党政権

のもと 2012年 7月に再稼働が強行されました。

京都脱原発弁護団・原告団は、大飯原発の運転

差止と損害賠償を求め、2012 年 11 月 29 日、

京都地裁に 1,107 名の原告で運転差止の裁判を

起こしました。 

 

・福島第一原発の事故後、現在までに 21 基の原発が

廃炉になり、大飯原発 1、2 号機も廃炉になりまし

た （2017 年 12 月）が、これは私たちの大きな勝利で

す。安全対策費の高騰により採算が合わなくなっ

たことを理由としていますが、裁判での闘い、廃

炉を求める市民運動の大きな成果です。 

 

(3) 2012 年の提訴の後、2013 年に 856 名で第二次

［追加］提訴を行い、その後も 2020 年に第七次ま

での［追加］提訴を行いました。現在、原告総数

は、当初の 3 倍の 3,477 名となり、全国の原発差

止訴訟の中でも有数の規模となっています。 

 

(4) 裁判は終盤 

・10 年以上にわたる長い裁判も、ようやく先が見え

てきました。すでに主張すべき点は終わりに近づ

いていて、証人尋問も終了しました。 

・最終の口頭弁論期日は、2025 年 9 月 25 日 14:00～

です。 

 

[2] 弁護団と原告団の体制 

 

(1) 現在の弁護団、原告団の役員体制は以下の通り

です。 

・弁護団：団長代行…………中島 晃 弁護士 

事務局長……渡辺 輝人 弁護士 

・原告団：団長………… 

事務局長……山元 歩美 

事務局次長…鈴木 宏介 

 

(2) 弁護団の全メンバーは、原告団 Web サイトに掲

載しています。 

→https://nonukes-kyoto.net/?page_id=182 

 

(3) 原告団・世話人会は、毎月 1 回 

・最近では、4/19 に第 144 回、5/17 に第 145 回の世

話人会を開いています。6/21 には第 146 回を予定。

すべて Zoom 併用。 

・世話人は随時募集。傍聴希望も受け付け。 

・なお、世話人会出席に往復旅費が 1 回 3000 円以上

かかる場合は、申請により支給します。 

・以下、現在の世話人会の構成です。 

【原告団 世話人】 

・以下、22 名。この 1 年、世話人に変動はありま

せん。 

    浅井 寿子（中京区） 

    市川 章人（伏見区） 

    岡本 瑞子（大津市） 

    小野 英喜（左京区） 

    小針 修子（北区） 

    阪本 みさ子（舞鶴市） 

    高階 喜代恵（伏見区） 

    西川 隆善（奈良市） 

    福島 敦子（木津川市） 

    山田 耕作（宇治市） 

    吉田 明生（伏見区） 

赤松 純平（神戸市） 

榎田 基明（上京区） 

奥森 祥陽（宇治市） 

木原 和子（左京区） 

斎藤 信吾（綾部市） 

佐々木 完之（左京区） 

西川 生子（京田辺市） 

服部 庸（伏見区） 

森本 亮太郎（大垣市） 

山田 勝暉（左京区） 

南茂由利子(河内長野) 

・弁護団からの参加は以下 6 名。 

    井関 佳法（京都南） 

    福山 和人（京都） 

尾崎 彰俊（京都第一） 

中島 晃（市民共同） 

渡辺 輝人（京都第一） 
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[3] この一年の口頭弁論  （詳細は［ 原告団 Web サイト ＞ 裁判 ＞ 裁判資料 ］に掲載） 

 

(1) この一年の口頭弁論の概要 

・証人尋問を順次実施し、全て終了しました。 

 

(2) この一年の口頭弁論の内容 

・第 41 回口頭弁論（2024 年 6 月 4 日） 

…原告の意見陳述は、舞鶴市在住の竹下真希子さ

ん。原発事故避難について陳述。 

…弁護団からは、志賀原発の 30 キロ圏にある放射

線防護施設の損傷などについて、避難の困難性

がますます明白になったことを主張。 

 

・第 42 回。7/16（火） 

 原告 5 名(村上氏、齋藤氏、添田氏、林氏、原氏)の

主尋問、反対尋問。 

 

・第 43 回。9/17（火） 

赤松純平氏の主尋問。大飯原発の地盤構造につい

て証言。 

 

・第 44 回。10/29（火） 

 福島第一原発事故避難者（國分氏、三瓶氏、福島

氏）の主尋問、反対尋問。 

 

・第 45 回。11/26（火） 

 石橋克彦氏の主尋問。「新規制基準」自体の問題

点、大飯原発の審査の問題点、大地震発生の可能

性等。 

 

・第 46 回。12/24（火） 

 赤松純平氏の反対尋問。 

 10：30～16：30 

 

・第 47 回。2025/3/ 6（木） 

 （尋問予備日）。石橋克彦氏の反対尋問。 

 10：30～16：30 

 

 

 

 

[4] 今後の予定 

 

・第 48 回。2025/9/ 25（木） 

 最終口頭弁論。裁判の結果明らかになったことに

ついて、弁護団が１時間ほど弁論を行います。被

告関電、国も口頭弁論を検討中です。 

 14：00～15：30 

 引き続き報告集会は京都弁護士会地下ホールを予

定。 

 

【注意】以上は、予定です。変更の可能性がありま

す。原告団 Web サイトなどで、今後のお知らせを

確認ください。 
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[5] 財政について 

 

(1) 財政の基本 

・弁護団と原告団の活動は、皆さまのカンパでまかなっています。 

・財政は、弁護団と原告団の区別なく一つです。 

・弁護団、原告団の活動は基本的に報酬のないボランティアですが、実費などは皆さまのカンパでまかな

われています。 

 

(2) 会計の報告  
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[6] 原告団 Web サイトの「市民運動の紹介」コーナー 

 

 

 

→ (1) 市民の脱原発運動［おもに京都］ 

→ (2) 原発裁判の日程［おもに関西］ 

→ (3)「京都原発裁判支援ネット」より 

   （原発賠償京都訴訟 原告団＋京都脱原発 原告団） 

→ (4)「原発の電気はいらない署名＠関西」より 

→ (5)「使い捨て時代を考える会」より 

   （脱原発委員会の活動、関電との定期的な話し合いの内容など） 

→ (6)「老朽原発うごかすな！実行委員会」より 

   （パンフ『原発を考える～やさしいトピック 22 』、老朽原発うごかすな！ニュース、など） 

→ (7) 関西電力 闇歴史 

   （最新は No.112「2024 年 4 月、電事連会長、再び中部電力に～背景に関電への恨み、不信感」 

→ (8)『はとぽっぽ通信』より 

   （若狭における福井県の「でたらめ行政」を検証する～
こうち

河内川ダム編、松本浩氏による） 

   （電気料金と原発稼働） 

→ (9) いろいろな市民団体より 
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第13 回 原告団総会のスローガン（案）［ 提 案 ］ 

 
 

大飯原発差止訴訟［京都地裁］第13回原告団総会にあたり参加者一同で確認しましょう！ 

～原発事故で故郷を失うような事態、子どもたちを放射能にさらすような事態を二度と招かな

いために～ 

～若狭、琵琶湖、関西～東海地方を、第二のフクシマにさせないために～ 

 

( 1 ) 原子力発電は、自然災害、戦争、取り扱いミスなどにより深刻な被ばく被害と環境破壊を

もたらす事故を起こす可能性が高く、核兵器と同様に廃棄すべきです。原発回帰政策を許

さずすべての原発の廃炉を求め、再稼働や新設、建て替え、運転期間延長に反対しよう。 

( 2 ) とりわけ高浜原発1・2 号機、美浜原発3 号機など、40 年超え老朽原発の再稼働に反対し

よう。60年を超える運転すら可能にする規制緩和に反対しよう。 

( 3 ) エネルギー基本計画においては、節電と省エネ、小規模分散、地産地消、自産自消を基本

とする再生可能な自然エネルギーの振興を第一にすることを求めよう。 

( 4 ) 原子力「推進」委員会と化している「規制」委員会の改廃を求めよう。 

( 5 ) 核武装の潜在能力に通じ、その上、将来展望のない核燃料サイクル、MOX 燃料の使用は

、即刻止めさせよう。六ヶ所村の再処理施設はすべて廃棄させよう。 

( 6 ) 原発事故に備える避難計画にとどまらず、全原発廃炉による原子力防災を前進させよう。 

( 7 ) 福島第一原発事故の原因究明を求めよう。 

( 8 ) 福島第一原発事故について、国と東京電力、原子力ムラの事故責任を明確にさせよう。 

( 9 ) 福島第一原発事故で被災、避難したすべての人に対する相当な補償を実現させよう。避難

者に対する住宅提供などの支援打ち切り、汚染地域への帰還強要を撤回させよう。 

(10) 福島第一原発事故について、賠償を求めている全国の裁判を支援しよう。 

(11) 福島第一原発事故の被曝により、福島などで多発している甲状腺がんなどについて、実態

解明と対策を求めよう。「311 子ども甲状腺がん裁判」を支援しよう。 

(12)原発事故被災地における放射能の影響の過小評価、学校教育での放射線出前教育・原子力

施設の見学の方針に反対し、放射線安全宣伝、風評被害攻撃をうち破ろう。 

(13) 福島第一原発事故にともなうトリチウムほかを含む汚染水の海洋投棄を止めさせよう。 

(14) 放射性物質で汚染された除染土などを、全国に拡散させる「再利用」を止めさせよう。 

(15) 脱原発に道を開き、立憲主義、民主主義、平和主義を守る政権を実現しよう。 

(16) あらゆる選挙において、原発推進勢力を排し、脱原発勢力を大きくしよう。 

(17) 廃案となった「原発ゼロ・自然エネルギー基本法」にかわる原発ゼロ法を求めよう。 

(18) 福島第一原発事故に責任を負うべき裁判所が、今また原発推進に加担している責任を追及

しよう。 

 

 以上、世話人会からの提案です。  
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(19) 関西電力には、市民の声を聞くこと、原発から脱却した経営政策を強く要求しよう。

(20) ますます原発依存を深めている関西電力の電気を解約し、再生可能エネルギーを中心

とした新電力への切り替えを促進しよう。 

(21) 関西電力幹部による原発マネー不正還流、報酬闇補填について、刑事責任の追及は不

可能になったが、 

民事責任、カルテルや送配電会社情報の不正閲覧などのコンプライアンス違反を追及しよ

う。 

(22) 関西電力が計画している上関町での中間貯蔵施設、若狭の原発サイトでの乾式貯蔵施

設は、いずれも原発運転継続が目的。行き場のない使用済み核燃料を増やす原発稼働に反

対しよう。 

(23)「市民参加の訴訟」をふまえ、脱原発をめざす市民運動との共闘をすすめよう。

(24) 原発の運転差止を求めるすべての裁判と連帯しよう。

(25) 京都地裁における大飯原発差止訴訟に勝利しよう。

※受付配付資料から欠落していたため会場にて別紙配布



 

原発賠償訴訟、他地域最高裁判決と京都訴訟の高裁判決［ 報 告 ］ 

 

 

[1] 原発賠償訴訟をめぐる最高裁判決 

 

(1) 2022/3/2、最高裁が
なり

生
わい

業訴訟、群馬訴訟、千葉訴

訟の 3 訴訟について、東電からの上告不受理を決

定し、その後 3/30、愛媛訴訟も賠償額が確定し、

東電の原発賠償責任は確定した。 

・国の責任については、高裁レベルの判断が分かれ

ていたため、上告審としての弁論が行われ、6/17 に

「国の責任はない」という判決が出た。 

・この最高裁判決には、国の過失責任を認める反対

意見（4 人の裁判官のうちの 1 人）が付された。 

・当該原告団・弁護団は共同で「後続訴訟において、

反対意見が示した判断が、多数意見となることを

目指し、かつ、原発被害者訴訟原告団全国連絡会

が先に取りまとめた「原発事故被害者の救済に関

する共同要求」の実現に向け、すべての被害者、

原発被害の根絶を願うすべての国民と連帯し、今

後も闘い続けます」と声明。 

 

(2) この最高裁判決後、各地の原発賠償訴訟では「国

の責任を認めない」のコピペ判決が続いている。

福島第一原発事故について「国の責任はない」の

不当な流れが強まり、被災者、避難者の苦難が無

視されようとしている！ 

・最高裁判決の後、国の責任を認めない判決は、地

裁で 4 件、高裁で 9 件、すべてとなっている。 

 

(3) 311 子ども甲状腺がん裁判。2022/1/27、原発事

故で被ばくし小児甲状腺がんになった若者 6 人が

東京電力に対して損害賠償を求め東京地裁に提訴

した（後に 1 人追加）。原告らは甲状腺の半分ま

たは全部の摘出を余儀なくされ、再発の可能性も

あり、今後の生き方に不安を抱かざるを得ない。 

 

[2] 原発賠償 京都訴訟、控訴審 …大阪高裁 

 

(1) 原発賠償京都訴訟は、2013/9/17 京都地裁に提

訴。2017/9/29 結審。2018/3/15 京都地裁判決（一部

勝訴、国の責任を認めた）→大阪高裁の控訴審は

2018 年 12 月から。2024 年 5 月 22 日に結審、2024

年 12 月 18 日に判決。最高裁言いなりで国の責任

を認めず、一部原告の請求を棄却する不当判決。

上告。 

 

(2) 原告団は「バイバイ原発きょうと」で毎年アピ

ールを行うなど、支援する会とともに積極的に活

動。→ https://nonukes-kyoto.net/?page_id=4420 

 

（2024/5/14 現在） 

 

 

京都脱原発護団 
 

〒604-0866 京都市中京区両替町通竹屋町上る 西方寺町158 

Tel：075-231-0102  Fax：075-251-0566 

Mail：kyotodatsugenpatsubengodan@gmail.com 
（きょとだつげんぱつべんごだん）（「つ」は「tsu」、「ん」は「n 」） 

 

◆京都脱原発原告団（→ https://nonukes-kyoto.net/ 下線語句で検索可） 

◆市民運動の紹介（→https://nonukes-kyoto.net/?page_id=3255） 

◆関西電力 闇歴史（→https://nonukes-kyoto.net/?page_id=3307） 
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